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真菌とヒトは系統的に近縁関係にあるため, 真菌に選択毒性をもつ抗真菌薬の開発は, 細菌
と比較して容易ではありません｡ そのため, 抗真菌薬の種類は, 一般抗菌薬と比べ非常に数が
少ない状況となっています｡ 現在わが国において, 深在性真菌症に対し使用可能な抗真菌薬は,
わずか�クラス�薬剤で, このうち�薬剤は����年以降に発売されています｡ これらの抗真菌薬
は抗真菌活性, スペクトル, 体内動態や安全性など異なる特性を持っています｡ 現状の抗真菌
薬を有効に使用するには, �種類だけ使うのではなく, 耐性化を防ぐためにそれぞれの特徴を
理解し, 症例によって使い分けていくことが必要と考えられています｡
従来臨床で問題となるカンジダ属は, ����������が主であるとされてきましたが, 現在では
その検出率は��％前後に留まっており, それ以外のカンジダ属 (�������������������) も無視
できない存在となってきています｡ 当院でも, 同様の傾向が見受けられます｡ 今回は, 増加す
る�������������������を考慮し, 各種抗真菌薬 (注射剤) に対する感受性の比較と各薬剤の特
徴についてまとめてみました｡
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